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保護者支援を含む教育相談が校内において体系的に実施されるためには 教育相談技能の向上と

教育相談体制の整備が必要とされ 校内研修による研鑽が求められる。多忙な学校現場において学

校全体で生徒の学校適応への援助力を向上させるために，有効な教育相談の校内研修を実施できる

よう ２段階の校内研修を構想した。本研究では 予備研究として形態と内容を検討し，教育相談

スキル分析を行ったところ，①予防・開発力，②観察・理解・対応力，③状況判断力，④チーム形

成能力，⑤話し合い能力，⑥外部と連携する力の 領域に分類された。それに基づき，「教育相談

リーダー」への教育相談担当者養成研修を 方式で実施し，自己評価･相互評価･他者評価を行い，

成果を検討すると，相互および他者評価が受講者のモチベーションを向上させることが示唆された。

 

キーワード：教育相談リーダー 保護者支援 教育相談体制づくり

 
問題と目的

⑴現代社会の要請から

東日本大震災後に顕在化あるいは加速化してき

たとされる，我が国を取り巻く社会の危機的状況

について，文部科学省(2013)は， 第 2 期教育振興

基本計画として 6 項目を課題として示している。

そのひとつに「地域社会，家族の変容」があり，

個々人の孤立，規範意識の低下が懸念されている。

この課題に対する具体的な施策として，「課題を抱

える家庭への支援」を挙げている。 
福岡市においても，「新しいふくおかの教育計

画」の中で，同じく地域社会，家族の変容を課題

にしており，教育計画のサブタイトルを「共育創

造」として，「社会全体での生徒の養成」を目指し

ている（福岡市教育委員会,2013）。 
このように，社会では，地域と家庭が変容して

も，生徒を心豊かに育てるために，学校・家庭・

地域が協力し，共に生徒を支え合うことが必要で

あるとされており,学校は,その基点として機能す

ることが期待されている。 
⑵現場の実態から

第一筆者の在籍校でも同様に，学校・家庭・地

域との連携を必要としている。本校では平成 22
年度の最大の学校課題であったいじめへの対応を

契機に人間関係づくりを重点目標の一つとして

様々な取り組みを行い，その結果，いじめや不登

校は確実に減少してきた。 
しかし，生徒の学校適応状態を把握するために

アンケート等を実施すると，何らかの課題を抱え

る生徒が依然存在することがわかった。中でも，

スクール･カウンセラー（SC）を含む教育相談係

では「保護者が抱える課題の生徒への影響」を生

徒の学校不適応状態や課題等の一因と捉え，生徒

の教育相談と併せて保護者への支援を開始した。
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すると生徒に良い変化が表れ，面談等で保護者支

援を継続させることの有効性が共通理解された。 
これらが継続されるには，教員の入れ替わりな

ども想定し，生徒の学校適応を適切に支援できる

よう，全ての教員の教育相談の力量向上と，教育

相談を担うリーダーの力量形成とが達成されなけ

ればならないと考える。しかしながら，忙しい学

校現場では，課題を抱えた生徒やその保護者に資

する，学校適応援助の研修を，全ての教員に多く

の時間を割いて実施するのは容易ではない。 
よって，本研究では，現場で行える効率的な教

育相談研修を内容･形態双方から検討する。具体的

には，まず，学校適応援助に関する専門性獲得を

目指した研修を校外で受講している第一筆者が研

修担当者となり，在籍校において，次世代の校内

教育相談を担う教員を対象に，教育相談担当者を

養成するための研修を行う。そこで,学年の学校適

応援助を取りまとめ,教育相談を担当できる力量

もつ者を「教育相談リーダー」とし，その養成の

ための研修を「教育相談リーダー研修」とする。

力量形成の範囲は,保護者支援力の獲得までとし，

教育相談の技能や体制に関する研修を行う。その

内容をふまえ，教育相談リーダーは，全教員への

教育相談研修を実施する。その 2 段階の研修で，

リーダーには広範な研修が行われ，全教員には限

られた時間で効率的研修が行われ，全ての生徒に

届く学校適応の援助力向上に寄与する体系が整う。  
⑶研究の目的

教育相談技能の向上に関する校内研修を通して，

学校全体で生徒の学校適応への援助力を向上させ，

生徒及び家庭における教育の担い手としての保護

者を適切に支援する教育相談体制づくり,および

校内研修システムの在り方を検討する。

⑷研究の全体構想

保護者支援を含む校内の教育相談の内容面･体

制面の定着に向けた方途を検討するため 予備研

究において，先行研究や実践をもとに教員が持つ

べき教育相談スキルの分析を行う。それをふまえ，

教育相談技能の階層化，役割に応じた２種の研修

の構造化 双方への研修の実践，教育相談に関す

る校内研修システムの構築を取り上げ 以下の２

段階の研修を計画し，その成果を検討する。

研修 1「教育相談担当者養成のための教育相談リ

ーダー研修」 
在籍校で教育相談を担う教員（教育相談リーダ

ー）を対象に，教育相談担当者を養成するための

研修を実施する。内容は，担当者として学校全体

の教育相談を向上させる力量の形成を目指す。 

研修 2「教育相談リーダーによる全教員への保護

者支援を含む教育相談研修」 
全教員を対象として，教育相談リーダーが,生徒

の学校適応の援助，及び家庭における教育の担い

手としての保護者を支援する教育相談についての

校内研修を行う。研修を通して教育相談技能を高

め，教育相談体制の意義・役割分担・活動内容・

具体的なツール等について理解し，適切な保護者

支援を含む，生徒の学校適応への学校全体の援助

力を向上させる。 
これらのことにより,校外で教育相談に関する

専門性の向上を図る機会を得た者の知見およびス

キルを,次世代の校内リーダー養成につなぐ力量

形成のシステム化を図ることになる。 
 

研究計画

年間の研究計画では まず，前述の教育相談研

修のフレームワークとなる教育相談スキルに関す

る分析を行う。その結果をもとに，教育相談リー

ダーを対象とした，教育相談担当者養成のための

教育相談リーダー研修プログラムを構想する。そ

して 年目には，教育相談リーダー研修と並行し，

教育相談に関する全体研修を実施し，全ての教員

の学校適応への援助力を高めるための研修プログ

ラムを完成させる。

この研修プログラムをシステム化することは

教育相談の定着化に有効であると考えられる。さ

らに この仕組みをモデル化し 在籍校だけでなく，

他の学校でも使用できる校内研修づくりを通して，

保護者支援に着目した教育相談の在り方を提案す

ることを目指す（図 ）

そのうち 本稿では 研修 の構成・実施過程に

図 ：研究構想図
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おける教員の変容を通して 教育相談定着に効果

を表す研修の在り方について研究する。

予備研究 スキル分析

 
⑴  教育相談活動内容からの分析 

西山(2012)は,「一般教師の力量形成」「教育相

談担当者の専門性」「全体的視点の活動」の 3 種

の立場と状況から,教育相談において「実施すべき

活動」と「実施するのが好ましい活動」を示した。

一般教師の力量を基盤として,教育相談担当者の

専門性を兼ね備えたスキルが教育相談リーダーに

求められると考え,それらの「実施すべき活動」を

分析し,17 項目のスキルをまとめた(表 1)。次に高

村(2012)と生徒指導提要(2010)の内容から,６つ

の力に絞った(表 2)。高村は,「教育相談コーディ

ネーターの役割モデル像」として,①情報収集②相

談業務③対応策検討④連絡・調整,の 4 つの活動を

挙げた。また,生徒指導提要では,担任が教育相談

を行うためには,「問題を解決する」,「問題を未

然に防ぐ」,「心の発達をより促進する」,「保護

者との協力関係」,「教職員との連携」が必要だと

述べている。 
⑵養成研修項目からの分析 

生徒指導,教育相談担当者を養成する研修や,そ
の他の心理職の養成プログラムから,教育相談ス

キルを分析した。長江(2010)らは,①学校内情報共

有機能②専門家との連携機能,③情報集約機能,④
生徒・保護者への情報発信機能,から生徒指導主事

プログラムを開発した。 
アメリカのスクールカウンセラー養成プログラ

ムでは,①チームワークをリードする力量,②コン

サルテーション実践の力量,③保護者等と協働す

る力量,④生徒の発達的観点のニーズを把握する

力量,の４領域から構成されている。臨床相談部門

の学生の教育は,カウンセリング力,アセスメント

力,実践的介入力の 3 つの力量形成を求めている

(西山，2012)。これらの力量を分析し,「教育相談

リーダーに求められる力」として,10 項目のスキ

ルをまとめた(表 3)。この項目は教育相談リーダー

研修の項目とマッチングさせ,教師の自己評価表

表 ：教育相談スキルの分析②

 

表 ：スキルの分析③ 

 

表 ：教育相談スキルの分析① 
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や管理職からの客観評価表の項目とも一致させた。 

研究の方法と手続き

 
⑴研究の方法

研修 1「教育相談担当者養成のための教育相談リ

ーダー研修」 
在籍校の一部の教員を対象に，教育相談の技能

を高め，教育相談体制についての理解を促進させ

る研修を通して，教育相談担当者を養成する。ま

た，研修 2 の教育相談全体研修を進められる技

能・知識を育てることも目標として筆者が企画・

準備への支援を行う（表 4）。 
⑵研究期間

平成 26 年 11 月〜平成 27 年 12 月（予定） 
⑶研究対象

福岡市内の A 中学校 

教員 6 名（教員 A〜F）を対象とする。 
教員 A：30 代女性 養護教諭・教育相談担当 
教員 B：20 代女性 特別支援コーディネーター 
教員 C：30 代女性 前特別支援コーディネータ

ー 
教員 D：20 代男性 生徒指導主事  
教員 E：30 代男性 進路指導主事（研修希望） 
教員 F：20 代男性 不登校対応教員 

⑷研究の手続き

①評価

・教育相談リーダーへの半構造化面接： 
実践報告者より,毎回の研修後に実施する。 

・管理職への半構造化面接： 
実践報告者より,教育相談リーダー研修開始

前から全４回実施する。 
・教育相談リーダー研修対象者間での相互評価： 

教育相談リーダー研修中に全３回実施する。 
②研修形態 

教育相談担当者養成のための研修を「教育相

談リーダー研修」と呼び，一部の教員を対象に

OJT を行う。忙しい現場において，いかに研修

を確保するかという時間的な課題に対応でき，

なおかつ研修課題に必然性があり，即戦力を養

成できるもの，という条件で OJT 方式を採用し

た。  
OJT(On the Job Training)とは，同じ職場に

いる上司や先輩が部下や後輩に対して，仕事を

通じて職務に必要な能力(知識・技術・態度)を
計画的・重点的に養成することである(岡部，

1982)。柴田・西山(2012)によると，OJT のメ

リットには，実態に合い，経験に基づいた具体

的な指導助言が即時即場で行えること，また，

自分の実践へのフィードバックができ，心理的

なサポートが得られること等がある,とされて

いる。よって,本実践では,これらのメリットを

生かし，選出された 6 名の教育相談リーダーが

生徒指導・教育相談の打ち合わせにチームのメ

ンバーの一人として関わり,目先の切迫した事

例をチームで解決する過程を通して学んでいく

形態をとる。 
③教育相談リーダーの選定 

教育相談リーダーの選定は,校長とともに次

の基準を目安に行い，6 名の教員を選定した。 
・現在，生徒指導委員会の一員である 
・過去に生徒指導の分掌を経験している 
・2 年間継続して研修を受けられる 
・日頃から研修への意欲を示している 

④検証方法について検討した。研究の検証は，

表 ：研修計画表
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自己評価と客観評価を組み合わせて実施する。自

己評価項目を作成した根拠と過程はスキル分析の

項で述べる。客観評価は，教育相談リーダーが使

用している半構造化面接の評価項目と連動させ，

10 項目を詳細にした内容で作成した。各教育相談

リーダーの生徒指導・教育相談に関する強みと弱

みに加えて研修に期待するところを文章記述形式

にした。この客観評価は，校長，教頭，学年主任，

研修主任に依頼した。校長，教頭が教育相談リー

ダー6 名全員を，学年主任(2 人)と研修主任が各 2
名ずつを対象として実施した。また，教育相談リ

ーダー研修対象者間での相互評価も技能や意欲の

向上を図る目的で実施することにした。 
⑤教育相談リーダー研修の内容や取り組みについ

ては，「教育相談研修だより」で全教員へ発信して

いくことにした。これは，家近(2007)が言う「一

部の教員への支援の学校全体への効果」を期待し

たこと，また，文部科学省(2000)が「教育相談体

制の充実」を謳うなかで，特に「相談体制の整備

と周知」が重要である，とされることを参考にし

た。全教員が教育相談リーダー研修の取り組みを

知ること，また相談体制づくりへの関心や参加意

識を持つことを目的に発信していく(図 2)。 
⑥教育相談技能 

研修内容について検討した。教育相談に必要な

技能をここでは「教育相談スキル」と位置づけ，

予備研究での結果をもとに一般教員と教育相談リ

ーダーとに研修プログラムを作成した。 
の援助の力を受け入れて自分の援助の幅を広げ

たり，教育相談に役立つ情報を収集できることで

あるといえる」とされる(西山，2012)。また,教育

相談に必要な 3 つの柱はカウンセリング力・コン

サルテーション力・コーディネート力である(西
山,2005)。この定義に基づいて,「教育相談の活動

内容」「養成研修項目」に教育相談スキルが反映さ

れていると考え,先行研究をこの２つの観点から

検討し,分析を行った。 
 

研究の結果

 
⑴  研修内容 

教育相談リーダー研修は，教育相談担当者の養

成を目指し，チーム援助形式で事例研修を行った。

①  事例研修 
多忙な現場において必然性があり，即戦力に結

びつく研修として，切迫している生徒指導上の課

題を複数の教員で解決するチーム援助で，事例研

修を行った。自らの職場における課題解決を OJT
方式で具体的に支援や指導の実際を学んでいる。

教育相談リーダー6 名各自が，相談したいケース

を持ち込み，自分たちで解決策を検討した。第 1
筆者はチーム援助会議の進め方や援助資源の確保，

具体的なチーム援助の指導手順にそって，だれが

いつまでにどのように支援するのかといった，チ

ーム援助推進のモデルを示した。また，SC との

打ち合わせや生徒指導委員会などに参加して経過

を報告するなど，実際の援助の手順を体験した。  
②   理論研修 
自分の勘に頼る従来の我流の生徒指導方法を，

改めて理論で裏付けして適切な方針へ再確認した。

生徒理解や保護者理解に向け自分の認知パターン

を知り，学校心理学等の手法を用いたスクリーニ

ングやアセスメントの方法等を学ぶことで，同僚

へも言語化して伝えられるよう，多様な支援につ

なぐ方法を理論面から理解した。 
 

⑵研修の実際

予備研究で整理されたスキル分析から,教育相

表 ：教育相談リーダー研修の内容（ 回分） 

 　 平成２ 年度はまだ続きますが、 一年の終わりに横手中の皆さまに感謝しながら、 現在、 横手中で実施さ

せていただいている、 校内研修の一つについて、 少しご報告させてく ださい。

　 先日は、 ご多忙中にも関わらず、 全ての先生方が「 教育相談アンケート 」 及び「 教師自己効力感

尺度調査」 へ協力してく ださいまして、 本当にありがと う ございました。

　 おかげさまで、 皆さまのアンケート と並行して１ １ 月より研修も始めることができました。 研

修とは、 「 教育相談リーダー研修」 とネーミ ングした生徒指導と教育相談に関する校内研修のこ

とです。 生徒指導や研修に関わっておられる先生方６ 名の方を対象に、 現在３ 回目を迎えました

が、 先生方はお忙しい中にも具体的な目標をもって研修に取り組んでおられます。

　 とは、 日頃から仕事は増えるばかりの多忙な現場において、 自己研鑽に励んでいただく 一つ

の方法であり 、 実際の仕事を通して研修していただく 方式＝ のことです。 現

在６ 名の方は、 「 生徒の強みをできるだけ多く 発見し 、 指導や支援につなげよう とする生徒指導・

教育相談活動」 を 形式で、 実際にチームで行っています。

　 今後は月一回の を実施し 、 来年度にはリーダーの方々が、 皆さんへの教育相談全体研修を

担当してく ださる予定です。 生徒を多角的な視点から多様に捉えて、 一人一人が生き生きと学べる

風土づく りが横手にますます広がりますよう に、 研修担当者として精一杯サポート していきます

福岡教職大学院　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

生徒指導・ 教育相談ﾘ ﾀーﾞ ･ーｺ ｽー

福岡市立横手中学校　 矢野知子

平成 年 月 日　 発行

　 〘リーダーの方々からの研修後の感想より〙

・ 難しい生徒に対して対応策を考えたり 、 保護者と関係づく りができない

反省の毎日の中で、 研修の機会を与えられ、 ありがたく 思っている。

・ 研修を受けることでスキルを身につけ、 実践にいかしたい。 「 できるを

伸ばす」 が大切だ。

・ １ つの事例でも他の先生方と視点が異なる部分があった、 様々な角度か

ら見つめる力をつけていかなければならないと感じた。

・ 何人かで考えてみると 、 考えが進むことを感じる。 何気なく やっていく

必要性を感じる。

・ 生徒に対していろいろな方向から見てあげないといけないとわかった。

学習面・ 進路など細かく 書き出す機会はあまり なかったので参考になると

思った。

・ 今回は、 事例が文章化されており 、 チームシート を作成しやすかった。

という ことは一度経過を文章化したらいいのかな、 と気づく 事ができた。

図 ：教育相談研修だより 
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談リーダーが獲得する内容は,「予防・開発力」「観

察・理解・対応力」「状況判断力」「チーム形成能

力」「話し合い能力」「外部と連携する力」の６項

であるとされた。それをもとに,平成 27 年 1 月現

在で 3 回の教育相談リーダー研修を実施した。3
回分の研修についてまとめる(表 5)。 

①研修の内容：研修は「石隈・田村式チーム援

助シート」(石隈・田村，2003)を用いて OJT を行

った。初回は中３女子の実例を用いた。担任が援

助対象者である女子の良い面と気になる面を５観

点に分けて考え，シートに上部に書き込んだもの

を使って，下半分の援助策を７人が各自で書き込

んだ。その後，順番に一人ずつの対策を聞き，7

人全員の意見から援助策を３つに絞って終了した。

援助策は「いつ，だれが，どこで，どんなふうに，

援助するのか。」という観点から，具体的にまとめ

た。早速，次の日からこの援助策に沿って援助を

開始したところ，「生徒が個別の学習を自分から望

み，普段は見せない明るい表情で学習できた」と

いう援助の効果と見られる行動の変容があった。 
②研修の感想：半構造化面接による教育相談リ

ーダーが記述した 3 回分の感想(表 6)を内容によ

り 3 種類に分類した。ⅰ）チーム援助の効果 ⅱ）

観点別の見立ての効果 ⅲ）研修への意欲の順に

多かった。特に「チームで取り組む有効性や互い

の観点の違いが，指導や援助に対する新たな視点

を得ることにつながる」といった内容の感想が多

く，この OJT を継続する意義があると解釈した。 
③研修の評価のまとめ：初回研修直後に，客観

評価を行った。客観評価を本人へ提示することに

より，2 回目の研修で行った「教育相談リーダー

研修に対する個人目標」の発表時に，ほぼ全員が

客観評価の「期待するところ」と「弱み」に記入

された内容を反映させた目標を設定していた。 
3 回目の研修時には，教育相談リーダー研修対

象者間で，上司による客観評価と同じ用紙を用い

て相互評価を行った。客観評価と相互評価の「期

待するところ」と「強み」の部分を読んだときの

感想は，「自己評価よりも高く，励みになった」「研

修への意欲が湧いた」という意見が多く聞かれた。 
 

研究のまとめ

本研究では 教育相談スキルの分析を中心に

教育相談担当者養成のための「教育相談リーダー

研修」で，実践課題の解決のための を実施し

教員の変容を把握した。結果を次の 点に示す。

(1)実践の成果 
①  チーム援助に関する知識の獲得 
教育相談リーダー研修では,「石隈・田村式チー 

ム援助シート」を用いて,チーム援助の準備･進行･ 
活用を実践した。全校で学校適応状態把握のため 
２年前より年度始めに,「石隈・田村式チーム援助 
シート保護者版・生徒版」を使用し,観点の説明等 
を行っている。今回は 6 人のチームで事例を解決 
するために同じ観点からなるシートを使用した。 

参加者は,「やってみて,そのチーム援助やチー 
ムシートの有効性がわかった。」という感想が全員 
から得られた。架空の例題よりも,現実に解決が迫 
られた課題を取り上げることで，このような実感 
が得られたと考える。 

表 ：教育相談リーダー研修の感想（

回分） 

 



45OJT による教育相談担当者養成のための校内研修システムの構築

② 生徒の変容を含むチーム援助の効果 
研修の実際で述べたように,1回目の教育相談リ

ーダー研修の結果がすぐに目に見える形で現れた

ことで,教育相談リーダー達はチーム援助の有効

性を確認した。また,この事例を提供したメンバー

は,チーム全員が,自分の心配する生徒について話

し合い,知恵を出し合ってくれた,という事実に感

激していた。 
③研修への周囲の関心の影響 
6名の教育相談リーダーを選出した際に,その承

認を４段階で行った。この承認の場は，6 名と全

ての教員にとって，この研修を意識づけることに

なり，研究にある意味を与えた。 
第 1 段階：校長，教頭，教務，研修委員長 
第 2 段階：運営委員会 
第 3 段階：第 1 段階のメンバーおよび教育相談

リーダー6 名 
第 4 段階：全教員 
第 4 段階の全教員からの承認の際には，研修の

目的と概要の説明とともに，研修前の全体の状態

を把握するために，教育相談アンケート(表 7)と教

師自己効力感アンケート(表 8)の 2 種を実施した。 
また,初回研修後すぐに,客観評価を行った。客

観評価は本人へ提示した。すると,２回目の研修の

冒頭で行った,「教育相談リーダー研修に対する個

人目標」の発表時に,ほぼ全員が客観評価の「期待

するところ」と「弱み」に記入された内容を反映

させた目標を設定していたことがわかった。 
３回目の研修時には,同学年の教員同士で相互

評価する活動を行った。上司による客観評価と同

じ用紙を用いて評価した。過去２回の感想の中に

も見られたが,お互いの生徒理解の観点の違いを

「学びになる」と互いに評価しあう様子が多く見

られた。観点の違いを,自分にない視点と評価し,
チーム支援に良い効果をもたらしているといえる。 

このことから,上司や同僚から期待される内容

が明確になったこと,自分の強みについて評価さ

れ, 弱みの部分について具体的な助言をともなっ

た指摘を受けたことが,研修に積極的に取り組む

ことができる促進要因になっていると考察される。 
このことは,教育相談の充実には円滑な人間関

係でつながった教員集団のなかで,一教員として

うまく機能すること(伊藤，1997)や,学校組織が生

徒指導事案に対して機能的に運用されるには,協
働的アプローチが効果をあげること（八並･木

村,1998），加えて協働には,職場内の成員間で同僚

表 ：教師自己効力感アンケート 

 

表 ：教育相談アンケート 

 
横手中教育相談活動についてのアンケート

回答日（ 　 　 ） 年（ 　 　 ） 月（ 　 　 ） 日

先生ご自身について、 下の ～ の質問に丸印、 数字等でお答えく ださい。

１ 先生は　 男性（ 　 　 ） 女性（ 　 　 ） 　 　 ２ 教育歴は何年ですか　 （ 　 　 　 　 ） 年

３ ： 教育相談担当またはそれに関する研修歴があれば、 お書きく ださい　 （ 　 　 　 　 ） 年

４ ： ご担当の分掌（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ５ ： 現在校での勤務年数（ 　 　 　 　 ） 年目

※横手中での教育相談活動についてお尋ねします。 先生の印象に最も近いところの番

号に丸印をおつけく ださい。

１ 　 個別・ グループや、 学級単位など、 教育相談的支援が全校の広い範囲の生徒に届いている。

　

２ 　 横手中では、 生徒の支援について苦慮しているとき気軽に仲間に相談ができる雰囲気がある

　 　 　 　

３ 　 横手中では、 様々な生徒の問題に対応して適切な支援をすることができていると思う 。

　

４ 　 横手中では、 生徒の支援に関して、 外部の人材を積極的に活用することができている。

　

５ 　 横手中では、 生徒の支援には、 みんなで抱え、 取り組もう とする姿勢がある。

　

６ 横手中における教育相談活動の方向性は、 教職員全体に共有されていると思う 。

　

７ 横手中では、 担当者が変わっても、 教育相談体制や活動の方向性は一貫していると思う 。
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性も影響を与える（紅林,2007）などの先行研究

を裏付ける結果であるといえる。 
その他の先行研究の結果からも類似した効果を

予測できるものがある。家近・石隈 は 中学

校におけるコーディネーション委員会の事例解決

過程を分析する中から ①異なる専門性を持つ

や教師等が協力しあいながら問題解決を行うコン

サルテーションおよび相互コンサルテーション機

能 ②学校全体としての取り組みとして 生徒に対

する効果的な援助や情報の提供を行う 学校・学年

レベルの連絡・調整機能 ③共有された援助方針を

それぞれの援助チームに伝えるチーム援助の促進

機能を見出している。そして このような委員会を

活用することによって 校内に援助サービスのシ

ステムを整備することができ 学校全体の援助サ

ービスの向上につながるのではないかとしている。

ここで言う「コーディネーション委員会」は事例

解決を目的としたチーム支援会議における相互コ

ンサルテーションなどを実施している 現在の教

育相談リーダー研修の活動や機能が重なる部分が

多い。従って同じような学校全体の援助サービス

の向上につながるところを期待している。

また,管理職の援助が教育相談の定着に対して

直接的なポジティブな影響がある(西山,2012)と
いう観点や,教育相談の充実のために重要な役割

を果たすものは ,①管理職 (21%)②同僚の理解

(17%)③担当者の力量向上(20%)④教育相談担当

者の法的整備(18%)(相馬,2006)といった調査結果

などから,管理職の関心のもとに,同僚と認め合い

ながら研修を行い,各自が力量向上していくとい

う,この教育相談リーダー研修については ,多様

な教員の変容に関してデータを録ることが可能で

ある。今後予定している十数回の研修を通して,
教育相談担当者の活動内容と具体的かつ実践的な

組織や体制の構築の検討を目標にし,どの学校で

も使用できる校内研修へとまとめていきたい。 
(2)今後への課題  

教育相談リーダー研修を通してリーダーが実感

した保護者支援の必要性に着目して，教育相談を

行うことが重要の在り方」に関する研究を深め,
研修へいかに反省させるか,という点で検討を重

ねる。 
はじめに一部の教員と学んで教育相談に関する

技能を高め,教育相談リーダーを養成し,次に教育

相談リーダーからの研修を通して,全職員の個の

能力を高めるという形式で校内研修を続ける。こ

の校内研修で学ぶことが,教育相談の定着にどの

ような効果をもたらすのか,これらの研究の結果

を検討,整理し，他校でも活用できる校内研修の形

にまとめていきたい。 
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